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CXCL1; GRO; GRO1; GROA; MGSA; SCYB1; Growth-regulated alpha protein; C-X-C motif
chemokine 1; GRO-alpha(1-73); Melanoma growth stimulatory activity; MGSA; Neutrophil-
activating protein 3; NAP-3
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	応用
	抗原情報
	背景
	この抗菌遺伝子は、ケモカインのCXCサブファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、Gタンパク質共役受容体であるCXC受容体2を介してシグナル伝達する分泌型成長因子です。このタンパク質は炎症において、また好中球の走化性因子として機能します。このタンパク質の異常発現は、特定の腫瘍の増殖および進行と関連しています。このタンパク質が自然に処理された形態は、走化性活性が増大します。選択的スプライシングにより、この遺伝子のコーディングバリアントと非コーディングバリアントが生じます。この遺伝子の擬似遺伝子は4番染色体上にあります。[RefSeq提供、2014年9月]、機能：好中球に対して走化性活性を有します。炎症において役割を果たし、オートクリン様式で内皮細胞に影響を及ぼす可能性があります。試験管内において、処理された形態のGRO-α(4-73)、GRO-α(5-73)、およびGRO-α(6-73)は、30倍高い走化性活性を示す。,オンライン情報:CXCL1エントリ,PTM:N末端処理形態のGRO-α(4-73)、GRO-α(5-73)、およびGRO-α(6-73)は、末梢血単球から分泌された後、タンパク質分解によって生成される。,類似性:インタークリンα(ケモカインCxC)ファミリーに属する。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用、ケモカイン、NOD 様受容体、ヘリコバクター ピロリ感染における上皮細胞シグナル伝達。
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト脳組織における GROα 抗体の免疫組織化学分析。

